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ジャガイモ黒あし病の発生を防ぐための 

種ばれいしょの生産工程管理 
 健全な種ばれいしょ生産は、ばれいしょの生産振興に

不可欠です。しかし近年、種ばれいしょ生産現場におい

て、種ばれいしょ伝染性病害であるジャガイモ黒あし病

（以下黒あし病）の発生が大きな問題となっています。

そこで、黒あし病の病原菌の発生生態、感染経路を明ら

かにするとともに、感染経路の遮断に有効な生産工程管

理技術を確立し、マニュアルに取りまとめました（イノ

ベーション創出強化推進事業 30037C・01022C 成果)。 

 

☆ 技術の概要 

１．増菌培養と菌種特異的プライマーを用いた PCR 法

を組み合わせ、植物組織、土壌、ならびに水等の環

境試料から、国内で発生が確認されている黒あし病

菌（Dickeya 属 2 種、Pectobacterium 属 3 種）を同

時かつ高感度に検出する方法を開発しました。 

2. 黒あし病菌の伝染経路には、これまでに知られてい

た種ばれいしょ伝染以外に、ばれいしょ生産ほ場の

土壌や、ほ場環境に生育する雑草、野良いも、滞水な

どに存在する病原菌が関わる感染経路が存在するこ

とを明らかにしました（図 1）。 

3. ばれいしょの栽培から貯蔵までの各工程について、H

ACCP（Hazard Analysis and Critical Control P

oint）の考え方に基づいて、各工程の感染リスクの

分析を行い、特に注意を要する工程とその対策を決

定し、栽培工程と貯蔵工程における黒あし病感染リ

スク要因と黒あし病を発生させないために行う管理

法について、マニュアルにとりまとめました（図 2、

https://www.naro.go.jp/publicity_report/publicatio

n/files/kuroashibyo_manual_202203.pdf）。 

 

 ☆ 活用面での留意点 

１．普及対象：北海道の種ばれいしょ生産地域（原原種 約 800 ha、原採種 約 5,000 ha） 

２．問合せ先：農研機構北海道農業研究センター研究推進部事業化推進室 011-857-9212 

（農研機構 北海道農業研究センター 寒地畑作研究領域 中山尊登） 

図 1 ジャガイモ黒あし病菌の伝染経路 

図 2 生産工程管理マニュアル(抜粋) 
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